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双⼦の⾚字は、資⾦の流出を与えるものである。低⾦利は、海外の借⼊を与え、⽇銀におけ
る国債の購⼊は、国家の基盤の危うくするものである。 
 
これらは国家財政の明らかな歪さであり、通貨政策において、国家経済と財政の健全化は唯
⼀健全な国家運営を与えるものと考える。 
 
ここにおいて、我々からの新たな提案は、財政の健全化と世界と同等の⾦利政策、通貨変動
への適正なコントロール、貿易⾚字に対する国家の経済施策の要求を⾏うものである。 
 
⽇銀における国債の買い⼊れが異常であることは周知である。これらが存在しないならば、
国債の買い⼿が存在しないことは明⽩なのである。これらは明らかに国家財政の破綻を証
明するのである。 
 
そのため国家財政における⾚字を⻑期的にゼロへ転換することが政治の合意として求めら
れるはずであり、他⽅において、国家経済の健全化は、新たな時代要求における技術やシス
テムにおける⾃由貿易体制における貿易⾚字の⼤幅な削減を産業の転換とともに提案でき
るものである。 
 
経済における安全保障は、財政の健全性と産業の健全性を⾏うことは正しいはずである。こ
れらは新たな政治における経済政策の要求であると考える。 
 
また、現実と時代変化への現実認識における⾃国の産業政策の転換は可能であり、これらは
既存の経済政策から、新しい判断と基準における経済施策の策定を提案できるものである。 
 
韓国が⾃国経済への巨⼤資本における介⼊において彼らは服従したことは真実であり、こ
れら現実は⽇本においても同様である。これらは、将来的に、⾃国経済政策を⾃⼰の回復す
ることで、その独⽴性を⾏うべきでるという判断を与えるものである。 
 
⽇本の経済という基盤は独⽴性や未来を求めることを可能とできるため、その相反する判
断は、国家に存在し、これらは国家の制定という現実が政治判断を要求することを意味する
ものである。 


